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令和７年度　佐久市の当初予算

歳出総額　543 億円 歳入総額　543 億円

一般会計 543億円
特別会計（９会計） 387億6,806万4千円

一般会計および特別会計予算
（単位：千円）

一般会計の内訳
（単位：千円）

人件費
8,083,527 
14.9%

貸付金
2,041,000 
3.8%

物件費
6,665,498 
12.3%

災害復旧事業費
58,320
0.1%

普通建設事業費
8,848,412 
16.3%

補助費等
8,760,225 
16.1% 扶助費

9,521,323 
17.5%

公債費
5,531,268 
10.2%

その他
1,921,104 
3.5%

繰出金
2,869,323 
5.3%

市債
4,417,000 
8.1%

地方交付税
11,399,809 
21.0%

その他
8,730,059 
16.1%

国庫支出金
8,464,681 
15.6%

諸収入
2,595,042 
4.8%

市税
12,500,000 
23.0%

県支出金
3,034,409 
5.6%

譲与税・交付金
3,159,000 
5.8%

自主財源
23,825,101 
43.9%依存財源

30,474,899 
56.1%

その他経費
22,257,150 
41.0%

義務的経費
23,136,118 
42.6%

投資的経費
8,906,732 
16.4%

※その他：維持補修費、積立金、投資・出資金、予備費
※その他：分担金および負担金、使用料および手数料、財産収入、
　　　　　寄附金、繰入金、繰越金

支　出

◇予算を家計に例えると・・・
予算を身近に感じていただくために、令和７年度佐久市一般会計予算を家計に置き換えてみました。
一般会計予算総額を１万分の１にして、１年間の家計の収支に例えると、次のようになります。

収　入
給料（市税や地方交付税）
アパートなどの不動産等貸付収入
　　　　　（使用料、財産収入など）
子どもからの仕送り（国・県支出金など）
家の増改築等ローンの借入れ（市債）
預貯金の引き出し
（基金などからの繰入金）
前年からの繰越金（繰越金）

　　　　　　合　計　　543万円

239万円

41万円
147万円
44万円

68万円
４万円

 

食費（人件費）
光熱水費や日用品の購入費（物件費）
車や家電の修理費（維持補修費など）
医療費（扶助費）
町内会費や親戚・友人への支援
（補助費・投資及び出資金・貸付金）
家の増改築費（投資的経費）
生計を別にしている家族への支援
　　　　　　　　　　（繰出金）
住宅・自動車などのローン返済
　　　　　　　　　　（公債費）

　　　　　　合　計　　543万円

81万円
67万円
11万円
95万円

116万円
89万円

29万円

55万円

 貯金残高（基金残高）　　　　258万円
ローン残高（市債残高） 　　　384万円
※うち、子どもからの援助 　 280万円
　地方交付税算入分（約73％）
実質ローン残額 　　　　　　104万円

総務費
6万3172円
人事・財産管理、企画
や選挙、戸籍・住民票
事務などの経費

民生費
21万8195円
高齢者・障がい者・児
童福祉や生活保護など
の経費

衛生費
4万3582円
ごみ処理や環境保全、
市民の健康増進などの
経費

農林水産業費
1万3227円
農林業の振興や土地改
良などの経費

商工費
2万8815円
商工業の振興や観光事
業などの経費

土木費
4万9352円
道路・公園・市営住宅
などの建設や管理の経
費

消防費
1万1996円
消防団の運営、消防・
救急活動などの経費

教育費
6万7780円
小中学校建設や管理運
営、文化･スポーツの
振興などの経費

公債費
5万6810円
市債（借入金）の元金
・利子などの償還金

その他
（議会費・労働費・
災害復旧費・予備費）

4680 円
議会運営、雇用や労働
者支援、災害復旧など
の経費

　　557,609円市民一人当たりの予算額

※人口は、令和７年１月１日現在：9万7380人

サク家は定年を迎えた夫とパート勤務の妻、
夫の父親の３人暮らしです。

会計名 令和７年度 令和６年度 対前年度増減額 対前年度伸率
当初予算額 当初予算額 （％）

　一　般　会　計 54,300,000 49,800,000 4,500,000 9.0

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険会計 事業勘定 9,612,000 9,864,744 △ 252,744 △ 2.6
浅科診療所勘定 17,805 18,546 △ 741 △ 4.0

介護保険会計 10,894,070 10,546,002 348,068 3.3
障害者支援施設臼田学園会計 173,232 177,179 △ 3,947 △ 2.2
後期高齢者医療会計 1,655,092 1,572,760 82,332 5.2
奨学資金会計 30,664 31,492 △ 828 △ 2.6
環境エネルギー事業会計 206,116 185,527 20,589 11.1
工業用地取得造成事業会計 0 0 0 0.0
茂田井財産区会計 711 1,356 △ 645 △ 47.6
国保浅間総合
病院事業会計

収益的収支 8,718,253 8,327,585 390,668 4.7
資本的収支 872,529 786,220 86,309 11.0

下水道事業会計 収益的収支 3,405,785 3,359,941 45,844 1.4
資本的収支 3,181,807 3,224,203 △ 42,396 △ 1.3

小計 38,768,064 38,095,555 672,509 1.8
合計 93,068,064 87,895,555 5,172,509 5.9
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支　出

◇予算を家計に例えると・・・
予算を身近に感じていただくために、令和７年度佐久市一般会計予算を家計に置き換えてみました。
一般会計予算総額を１万分の１にして、１年間の家計の収支に例えると、次のようになります。

収　入
給料（市税や地方交付税）
アパートなどの不動産等貸付収入
　　　　　（使用料、財産収入など）
子どもからの仕送り（国・県支出金など）
家の増改築等ローンの借入れ（市債）
預貯金の引き出し
（基金などからの繰入金）
前年からの繰越金（繰越金）

　　　　　　合　計　　543万円

239万円

41万円
147万円
44万円

68万円
４万円

 

食費（人件費）
光熱水費や日用品の購入費（物件費）
車や家電の修理費（維持補修費など）
医療費（扶助費）
町内会費や親戚・友人への支援
（補助費・投資及び出資金・貸付金）
家の増改築費（投資的経費）
生計を別にしている家族への支援
　　　　　　　　　　（繰出金）
住宅・自動車などのローン返済
　　　　　　　　　　（公債費）

　　　　　　合　計　　543万円

81万円
67万円
11万円
95万円

116万円
89万円

29万円

55万円

 貯金残高（基金残高）　　　　258万円
ローン残高（市債残高） 　　　384万円
※うち、子どもからの援助 　 280万円
　地方交付税算入分（約73％）
実質ローン残額 　　　　　　104万円

総務費
6万3172円
人事・財産管理、企画
や選挙、戸籍・住民票
事務などの経費

民生費
21万8195円
高齢者・障がい者・児
童福祉や生活保護など
の経費

衛生費
4万3582円
ごみ処理や環境保全、
市民の健康増進などの
経費

農林水産業費
1万3227円
農林業の振興や土地改
良などの経費

商工費
2万8815円
商工業の振興や観光事
業などの経費

土木費
4万9352円
道路・公園・市営住宅
などの建設や管理の経
費

消防費
1万1996円
消防団の運営、消防・
救急活動などの経費

教育費
6万7780円
小中学校建設や管理運
営、文化･スポーツの
振興などの経費

公債費
5万6810円
市債（借入金）の元金
・利子などの償還金

その他
（議会費・労働費・
災害復旧費・予備費）

4680 円
議会運営、雇用や労働
者支援、災害復旧など
の経費

　　557,609円市民一人当たりの予算額

※人口は、令和７年１月１日現在：9万7380人

サク家は定年を迎えた夫とパート勤務の妻、
夫の父親の３人暮らしです。
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令和７年度一般会計予算の
主な事業

　令和７年度当初予算は、第二次佐久市総合計画が掲げる本市のまちづくりの将来都市像であ
る「快適健康都市　佐久」の実現に向け、時代のニーズに沿った施策を柔軟かつ的確に実施し、
市民福祉・市民満足度の向上を図ることを第一義としながらも、それを支える財政基盤の健全
性の堅持に最大限の配慮を行うことを基本とし予算を編成しました。
　令和７年度当初予算編成では、本年４月に市議・市長選が執行予定であることから「骨格予
算」として編成したため、全体的な予算の枠組みを見据えつつ、人件費・扶助費・公債費等の
義務的経費、施設管理費等の経常経費のほか、この重点プロジェクトの着実な推進に寄与し、
将来都市像の実現に資する継続事業を中心に予算を配分しました。
　また、上記の観点に加え、国の動向及び現下の本市を取り巻く社会経済情勢を踏まえ、優
先・重点配分項目として、下記の３つの柱を掲げるとともに、佐久市デジタル田園都市国家構
想総合戦略の着実な推進に資する事業枠、加えて令和７年４月１日が平成の大合併による新佐
久市誕生から20周年の節目を迎えることとなることから、新市としての更なる一体感の醸成が
図られるよう、新佐久市誕生20周年を記念する事業枠を掲げ、これらも特に積極的に取り組む
べき事項として継続事業を中心に予算を配分しました。
　以下は、佐久市総合計画に掲げる７項目について政策分野別に施策をまとめたものです。な
お、事業内容については、市ホームページをご覧ください。

１ 教育・文化分野 生涯にわたり学び、生きる力を育むまちづくり

２ 都市基盤分野 地域の特徴を生かしたつながりあるまちづくり

《戦略》佐久平女性大学運営事業	 622万円
拡《戦略》医療的ケア児のための看護師配置事業	

2,151万円
新《戦略》特別支援教育担当指導主事配置事業	

280万円
新  小中学校LED照明化改修事業	 10億1,896万円
拡  浅間中学校増築事業	 5億6,633万円
拡  市立中学校部活動地域移行事業	 481万円
新  佐久平交流センター施設整備事業	 4,295万円

新  旧切原小学校跡地利用事業	 200万円
拡  本庁舎外構改修事業	 2億453万円
新  議会棟改修事業	 1,440万円
新《戦略》望月支所改修事業	 4,753万円
新  公共施設等総合管理計画改訂事業	 460万円

新《戦略》川村吾蔵没後75年企画展開催事業		
　（新佐久市誕生20周年記念事業）	 105万円
新《戦略》公共施設予約システム運用事業	

209万円
《戦略》史跡龍岡城跡保存整備・大給恒顕彰事業	

1億8,234万円
新  図書館講座事業（新佐久市誕生20周年記念事業）	

128万円
拡  学校給食センター集約化事業	 2億225万円

《戦略》地域公共交通運営事業	 2億8,259万円
《戦略》都市構造再編集中支援事業（中込・野沢地区）

	 5億1,936万円
新《戦略》野沢多目的広場管理運営事業	

2,308万円

新  は前年度当初予算との比較における新規事業
拡  は拡充事業（優先・重点配分項目として掲げ予算を前年度より増額した事業および制度内容を見直した事業）
《戦略》は佐久市デジタル田園都市国家構想総合戦略位置付け事業
※万円未満は切り捨ててあります。
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５ 自然環境・生活環境分野 快適な暮らしを創る環境豊かなまちづくり

３ 経済・産業分野 力強い産業を営む活力と魅力あるまちづくり

４ 保健・福祉分野 豊かな暮らしを育む健康長寿のまちづくり

６ 防災・安全分野 暮らしを守る安心と安全のまちづくり

７ 協働・交流分野 ひとと地域の力が生きる協働と交流のまちづくり

《戦略》デジタル人材育成・就労支援事業	
4,370万円

拡《戦略》若者就職支援事業	 563万円
《戦略》佐久産酒米安定生産構築事業	 332万円
《戦略》ゆうき産地づくり構想推進事業	 478万円
《戦略》商業振興事業	 8,850万円

拡《戦略》保育補助員配置事業	 2,281万円
《戦略》育休退園廃止事業	 3,080万円
拡  医療的ケア児のための看護師配置事業	

2,495万円
《戦略》保育士処遇改善確保事業	 4,320万円
新旧切原小学校利活用のための校舎等改修補助事業
	 4,869万円
中込地区新保育所建設事業	 13億9,556万円

《戦略》防災行政無線同報系設備更新事業
	 2億4,920万円
新《戦略》農業水路等長寿命化・防災減災事業	

6,200万円
《戦略》「災害に強い佐久市づくり」関連事業
	 6億1,130万円

新佐久市誕生20周年記念事業	 200万円
新  第三次総合計画策定事業	 660万円
《戦略》集落支援員設置事業	 747万円
《戦略》UIJターン就業・創業移住支援事業
	 8,560万円

《戦略》太陽光発電設備・蓄電システム普及事業
	 4,000万円
《戦略》電気自動車購入支援事業	 800万円
新《戦略》地域脱炭素移行・再エネ推進事業	

1,300万円

《戦略》中小企業対策事業	 21億4,493万円
《戦略》企業経営強化支援事業	 5,979万円
拡《戦略》各種催物実施負担事業
　（新佐久市誕生20周年記念事業）	 100万円
新《戦略》春日温泉活性化事業	 400万円
新《戦略》布施温泉関連施設等整備事業	 345万円

《戦略》野沢児童館・子育て支援拠点施設整備事業
	 15億9,292万円
《戦略》佐久地域平日夜間急病診療センター
運営負担事業	 933万円
新  帯状疱疹定期接種化事業	 3,282万円
新《戦略》１か月児健康診査費用助成事業	 393万円
《戦略》産後ケア事業	 1,020万円
新  休日救急歯科診療所診察台更新事業	 320万円

《戦略》社会資本整備総合交付金道路整備事業
（谷川・田子川改良復旧事業）	 1億1,111万円

拡《戦略》リモートワーカー等新幹線通勤支援事業	
600万円

《戦略》省エネ家電製品普及促進事業	 890万円
下水道関係事業	 10億6,443万円


